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室戸半島層群および同相当盾から始新世化石の発見とその意義

甲藤次郎(元所員･高知大学)松丸国照(埼玉大学)

岡田尚武(山形大学)平

朝彦(高知大学)

室戸半島層群は西南日本の四万十帯前帯の代表的な

地層群の1つであり四国の室戸半島南半部に広く分布

している･また同相当層と考えられる地層群が四国

西南部の足摺半島地域に分布している.

これらの地層群の層序ならびに対比については甲藤

(1960･1961)によってまとめられ室戸半島層群を下位

より大山岬層･室戸層･および奈半利川層に分け産出

化石などから始新統とした.また四国西南部の清水層

を室戸層に対比した.その後室戸半島層群の層序は

甲藤(1976)によって下位から大山岬層･奈半利川層およ

び室戸層と改められ地質時代は他の資料に基づき始新

統～漸新統とした.また四国西南部中筋地溝帯以南の

古第三系については甲藤･三井(1976)の研究カミある.

最近甲藤･平(1978)は堆積環境の解析に重点をおい

た室戸半島層群の再検討の結果を発表した.

また甲藤･平(1979)は大山岬層中に含まれる結晶片

岩礫から始新統久万層群との関係に注目している.

今回表題の地質時代を推定する有効な示準化石群集

を発見したのでここに報告する.

第一の化石灘集は高知県東洋町中浦と徳島県海部郡

宍喰町の県境で現在工事中の阿佐線宍喰第4トンネノレ

の工事現場から採集された泥岩資料中のナンノプラン

クトン化石群集である.第1図に資料の採集地点を示

す.甲浦付近の地質については甲藤･三井･小出

(1974)や公文･井内(1976)の報告があるがここには

甲藤ら(1974)の層序に基づいて述べる.

甲浦付近の奈半利川層は砂岩厚層を含む砂岩がち互

層部と等量～泥岩がちの砂泥互層との繰り返しからなる.

このような互層の特徴に対しては甲藤･平(1978)は

海底砂質土石流モデノレによる解釈をしている.

試料は奈半利川層中の砂岩カミち砂泥互層中の約70cm

の厚さの泥岩層から採集した.泥岩は塊状黒褐色で

スレｰト努開をほとんど示さ校い.化石の鑑定は岡田

が行った.

化石灘集は白亜紀のAptian-Turonianを示すものと

始新世を示すものの混合群集であり前者はreWOrk

ingによると解釈される.始新世のものは"560伽妙

Z0303η3あZone或いは"∫6㈱姥㈹肋3肋砂卿ブ麦Sub一

･0neに対比されるので両者の最大幅をとって49～

50m.y一(始新世中期の初め)の年代が推定できる｡また

古環境としては暖かい海であったと考えられる苗
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第1図室戸半島位置図枠内は第2図に示す

第2図

甲浦付近の地質図と化石採集地点

1:砂岩がち互層･厚砂岩層2:等量互層･泥岩がち互層

3:断層S:徳島県宍喰町K:高知県東洋町中蒲

X:化石産地
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策2の化石群集は高知県土佐清水市在岬より発見さ

れた大型有孔虫である.採集地点は甲藤(19601961)

の清水層に属する.採集地点付近の地質は第2図に

示すように連続性のよい(コｰヒレント校)変形の少な

い砂泥互層と連続性のわるい(イン･コｰヒレントな)ブロ

ック状の岩体を含む変形の著しいユニットがサンドイ

ッチ状に露出している.両者のコンタクトはほとんど

が断層である.これらのユニットは室戸層の砂泥互

層相とシアｰ相の関係とよく類似している(甲藤･平

���

大型有孔虫はイン･コｰヒレントなユニット中の凝

灰角礫岩をともなう石灰岩ブロック中から発見した.

大型有孔虫の鑑定は松丸カミ行いん姉0桝伽αCf･

碗ZZα(G廿mbe1)(第3図写真1)んε㈹刎伽〃肋α〃6η5

SchlutzeA刎クんゐ雄9切αブα3{励α(Fichte1andMo11)を

検出した.

ん姉0桝伽αCf｡碗ZZαの存在から時代は始新世中

期の初めと推定できる.

この含大型有孔虫石灰岩ブロックは海底地すべりに

より浅海から流れこんだものとも考えられか狂らずし

も“現地性"のものではないかもしれない.しかし

清水層群からはすでに始新統を示す植物化石が発見さ

れており(甲藤1977)黒地性のものとしても著しく

異たった時代のものとは考えにくい.

更に大型有孔虫年代は奈半利川層のナンノプラン

クトン年代と全く一致しているのも“偶然"とはいえ

狂いであろう.したカミって以上の2つの化石群集の発

見により室戸半島層群たらびに同相当層は多くの部

分が始新世である可能性カミ強くなった.

今回決定された年代は四万十帯からの数少ない“高

精度"年代であり室戸半島層灘と他地域の対比ならび

に地史を編む上で極めて重要狂問題をなげかけている.

例えばDiscocyclinidae科Asterocyclina属の最初

に報告された天草地方の明石岬層や莇560桝伽αsp｡

が報告(H･･肌wム1959)されている四国の久万層灘との

関係である.特に後者については松丸の再鑑定では

今回発見された在岬のA∫姉0桝伽ωC£碗ZZαに近似の

ものであり久万層灘と室戸半島層灘の関連性が強く示

唆される.

特に今回の化石群集の発見で四万十帯では室戸半
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第3図厘摺半島位置図枠内は第4図に示す

写真1

土佐清水市在岬(清水層)産のん柳㏄ツ〃舳｡f.肋伽(GOmbe1〕

上:縦断面標本(25.5倍)下:斜断面標本(24,7倍)�



一43一

島層灘および同相当層の少なくとも一部は九州の目

南･酒谷両層灘(漸新統)･紀州の牟婁層灘(漸新統～中新統)

とは異なる始新統を含む地層群であることが明らかとな

った.

以上の古生物学的記載ならびに今後の四万十帯の生層

序学的記載などについては順次公表してゆく予定であ

るカミ今回の四万十帯からの始新世化石の発見の意義は

大きいと考えられるのでここに短報として報告した.
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周辺の四万十累層群古第三系地質学雑誌第82巻第6号
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化石産地

在峠付近のルｰトマップと化石採集地点

1:層理面走向および傾斜

2:面構造走向および傾斜

3:砂岩がち互層･厚砂岩層

4:等量互層

5:石灰岩フロック

6:インコｰヒレント･ユニット(不連続･変形相)

7:凝灰岩･チャｰト

8:凝灰角礫岩･チャｰト

9:断層

No.293｢久万層群の新観察｣20p写真14の化石は

ではなくC妙脈伽5sp.である.
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草地学と切手(SanCristoba1)火山が位置する.活火山カタログに…

ニカラグアの

サン･クリス

トバル火山

P.⑭.

珍しい三角切手に火山が面かれている.発行された

のは1947年でニカラグアの通常切手の中の1種である.

ニカラグアは中央アメリカの国であり東部の太平洋

岸に火山列がありその北部にサン･クリストバル
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よると正式の名前はエノレ･ヴィｰホ(E1Viejo)であ

りサン･クリストバルは別称でまたの名をチネン

デガ(Chinenaega)ともいう.この火山は海抜1781

mでありニカラグアにおいて最高の火山でほとん

ど完全な円錘形をだしている.山頂には東西方向に

延びた火口があり2コの岩津丘がある.北斜面に

は多くの玄武岩の熔岩流がみられる.写真では原版

カミ黄色なので山容がよく再現されていないのは残念.

1520年代早期にスペイン人が訪れた頃この火山は

非常に活動的であり火を噴いていたことカミ毅告され

ている.16世紀の間は噴火は続いていたといわれて

いるが1684年と85年の噴火以来火口内の噴気活動

以外の活動の記録はない.
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